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食って良し，釣って良し
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漁業法による増殖の義務の解釈

水産庁ホームページより

さらに・・・
日本の水圏環境が大きく変化する中
失われた自然の再生産を補助する目的・・・

アユやコイなど漁業権の対象魚種についての増殖義務が
課されていることから、稚魚の放流等を行っています。
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アユの分布域アユの分布域

琵琶湖産アユ
（湖産アユ）

両側回遊性アユ
（海産アユ）

リュウキュウアユ
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産卵
（秋）

成長（冬）

遡上(春)

湖内残留型

成長（夏）

塚本（1988）を改変

湖産アユ

アユの生活史アユの生活史

海産アユ
（リュウキュウアユ）

2014/12/4　総合地球環境学研究所　プレス懇談会



形質

形態的形質

頭や鰓耙

生理生態的形質

成熟・産卵期
卵サイズ・卵数
仔魚の塩分耐性

行動的形質

縄張りを守る行動

海産アユと湖産アユの違い海産アユと湖産アユの違い

長い

遅い
小・多
弱い

激しい

海産 湖産

短い

早い
大・少
強い

普通

さまざまな違いがある
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亜種名 分布域

リュウキュウアユ 琉球列島

湖産アユ 琵琶湖

海産アユ 日本列島

海産アユ 大陸

100

10

1

遺伝的距離

アユの遺伝的な違いアユの遺伝的な違い
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ざっくり言うと

遺伝的に違う両親が交配すると・・・
「子孫が弱い・病気になりやすい」

⇒ 最終的に数が減ってしまうかも

放流にともなう大問題

遺伝的かく乱

2014/12/4　総合地球環境学研究所　プレス懇談会



海産アユといろいろ（遺伝的にも）違うことがわかっている

「湖産アユ」の放流が長い間進められてきた

⇒ DNA調査で放流湖産による
「遺伝的かく乱」の影響を追跡！！

アユの放流
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岩田ほか (2007)・１塩基多型の識別

・湖産アユは日本全国に分布する海産アユとはやや遺伝的に異なる

遺伝的な違いは標識（マーカー）になる遺伝的な違いは標識（マーカー）になる
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ＳＳＯＰ-ＰＣＲ
(PCR with a site specific oligonucleotide primer)

岩田ほか (2007)
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DNAマーカーを用いて放流湖産アユを追跡（富山県庄川の例）DNAマーカーを用いて放流湖産アユを追跡（富山県庄川の例）

河川の親魚 流下仔魚 沿岸の稚魚

岩田ほか (2007)
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岩田ほか (2007)

流下仔魚河川の親魚 沿岸の稚魚

放
流

湖
産

ア
ユ

の
混

合
率

DNAマーカーを用いて放流湖産アユを追跡（富山県庄川の例）DNAマーカーを用いて放流湖産アユを追跡（富山県庄川の例）

季節
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Iguchi and Yamaguchi

(1994)を改変

海産アユと湖産アユの塩分耐性の違い（ふ化仔魚）海産アユと湖産アユの塩分耐性の違い（ふ化仔魚）

(○)海産アユ

(●)湖産アユ

淡水

人工海水

卵の直径

生
残

率
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放流湖産アユは地元の海産アユに

遺伝的影響を与えて「いない」

ただしアユの場合・・・

「湖産放流は増殖になっていない？」

「交配した子孫は生き残らないので地
元のアユの数が減るかも？」

結論
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人為的な要因

流域の伐採

土砂の流入

違法な捕獲

アユが産卵しやすい場所を増やす取り組み
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地域の生物多様性の保全を考えるう
えで，より多くの魚種で遺伝的かく
乱の影響を調べて行きます

他の種で遺伝的かく乱の影響は
ほとんど調べられていない
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